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２
０
２
０
年
度
の
Ｊ
Ｒ
豊
肥
本

線 

肥
後
大
津
駅~

阿
蘇
駅
間
の
復

旧
を
見
据
え
、外
国
人
観
光
客
の
受

け
入
れ
態
勢
を
強
化
す
る
た
め
、阿

蘇
市・竹
田
市・Ｊ
Ｒ
九
州
の
３
者
で

「
Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
を
活
用
し
た
観
光

振
興
の
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
で
は
、県
境
を
越
え
る
両

市
が
統
一
し
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

を
創
り
上
げ
、新
た
な
滞
在
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
や
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
、地
域
通
訳
案
内
士
の
育
成

な
ど
が
取
り
組
ま
れ
ま
す
。ま
た
、Ｊ

Ｒ
九
州
と
協
力
し
な
が
ら
海
外
で
の

認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
活
動
も
行
わ
れ
ま
す
。

観光振興に豊肥本線活用
阿蘇市・竹田市・ＪＲが三者連携で観光振興

左から首藤竹田市長、佐藤市長、JR 九州上符営業部長
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河
川
の
環
境
資
源
を
保
護
す
る

た
め
、西
湯
浦
の
か
ば
る
ん
公
園
で

阿
蘇
中
央
幼
稚
園
の
園
児
35
人
が

ヤ
マ
メ
の
稚
魚
を
花
原
川
に
放
流

し
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
の
思
い
出
作
り
と
、阿

蘇
の
自
然
に
親
し
み
を
持
ち
、将
来

地
元
企
業
で
働
い
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、市
商
工
会
と
市
建

設
業
協
会
が
初
め
て
企
画
し
た
取
り

組
み
で
、約
10
㌢
の
ヤ
マ
メ
の
稚
魚

を
２
千
匹
用
意
。園
児
た
ち
は
バ
ケ

ツ
か
ら
飛
び
出
そ
う
と
す
る
稚
魚

に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、公
園
内
の

川
岸
に
並
ん
で
一
斉
に
ヤ
マ
メ
を

放
ち
ま
し
た
。

自然の中で大きくなーれ
阿蘇中央幼稚園の園児が花原川にヤマメの放流
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ヤマメの稚魚を放流する園児たち

　
乳
幼
児
期
か
ら
生
の
音
楽
を
園
児

に
触
れ
さ
せ
る
た
め
、り
ん
ど
う
保

育
園
で
園
内
ア
マ
ー
ビ
レ
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
り
ん
ど
う
保
育
園
を
卒
園
し
た
ピ

ア
ノ
演
奏
者 

村
上
喜
久
子
さ
ん
ら

３
人
が
平
成
10
年
か
ら
毎
年
開
い
て

い
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
、園
児
の
ほ
か

地
域
住
民
や
地
元
の
小
学
生
な
ど
約

１
５
０
人
が
来
場
し
、普
段
聞
き
な

れ
な
い
バ
イ
オ
リ
ン
な
ど
の
演
奏
に

聴
き
入
り
ま
し
た
。コ
ン
サ
ー
ト
中

盤
で
小
学
生
ユ
ニ
ッ
ト〝
フ
ー
リ
ン

〟の「
パ
プ
リ
カ
」の
演
奏
が
始
ま
る

と
、子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て

歌
や
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

園児に生演奏の音楽を
りんどう保育園で園内コンサート

「パプリカ」の演奏に合わせて歌って踊る子どもたち
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阿
蘇
地
域
の
自
然
環
境
を
保
全・

活
用
し
、地
域
固
有
の
魅
力
を
伝
え

る
た
め
に
策
定
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
法
に
基
づ
く
全
体
構
想
が
認

定
さ
れ
、環
境
省
で
原
田
義
昭
環
境

大
臣
か
ら
佐
藤
市
長
へ
認
定
書
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
構
想
は
平
成
27
年
度
か
ら
阿

蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
で
調
整

が
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、全
国

で
16
番
目
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
認
定
に
よ
っ
て
、地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
力
が
高
ま
る
効
果
や
、国

が
積
極
的
に
周
知
活
動
を
行
う
こ
と

で
阿
蘇
地
域
へ
の
集
客
力
の
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地域活性化に弾み
阿蘇のエコツーリズム構想を国が認定

原田義昭環境大臣から認定書を受け取った佐藤市長
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７
月
31
日
～
８
月
４
日
に
沖
縄

の
小
中
高
生
１
８
０
人
が
阿
蘇
を

訪
れ
る「
青
少
年
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

イ
ン
九
州｣

の
交
流
事
業
が
実
施
さ

れ
、８
月
２
日
に
一
の
宮
小
学
校
で

交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
迎
え
入
れ
た
一
の
宮
小
中
学
校
の

児
童・生
徒
は
、阿
蘇
の
習
慣
や
学
校

で
の
生
活
を
発
表
。沖
縄
の
子
ど
も

た
ち
は
伝
統
芸
能「
エ
イ
サ
ー
」を
披

露
し
、互
い
の
文
化
を
交
歓
し
ま
し

た
。班
ご
と
に
分
か
れ
て
の
名
刺
交

換
や
ゲ
ー
ム
で
交
流
を
行
う
と
、最

初
は
よ
そ
よ
そ
し
か
っ
た
子
ど
も
た

ち
も
次
第
に
打
ち
解
け
合
い
、笑
顔

で
会
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。

沖縄の子どもと文化交流
「沖縄県青少年フレンドシップイン九州」交歓会

沖縄の子どもたちとゲームなどで交流を深めた
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国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で

あ
る
阿
蘇
の
農
耕
祭
事
の
一
つ
、『
御

田
植
神
幸
式（
御
田
祭
）』が
７
月
26

日
に
国
造
神
社
で
、28
日
に
は
阿
蘇

神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
で
神
事
が
行
わ

れ
た
後
、神
職
や
早
乙
女
を
乗
せ
た

馬
、白
装
束
で
神
様
の
食
事
を
運
ぶ

宇う

な

り
奈
利
、神
様
が
乗
る
神み
こ
し輿
を
担
ぐ

駕か
よ
ち
ょ
う

輿
丁
、田
植
え
人
形
を
持
っ
た
小

学
生
な
ど
の
神
幸
行
列
が
集
落
や

青
々
し
い
田
園
の
中
を
練
り
歩
き
、

五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
神
幸
行
列
の
近
く
で
は
、観
光
客

や
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
多
く
の
人
達
で

賑
わ
い
ま
し
た
。　

古式ゆかしく豊作祈願
国造神社と阿蘇神社で御田祭

神幸行列の周りには大勢のカメラマンが待ち構える
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阿
蘇
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を

学
ぶ
体
験
イ
ベ
ン
ト『
夏
の
ジ
オ
サ

イ
ト
と
阿
蘇
火
山
博
物
館
』が
草
千

里
一
帯
で
開
か
れ
、県
内
外
の
家
族

ら
約
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

阿
蘇
の
自
然
環
境
を
維
持
す
る

「
Ａ
Ｓ
Ｏ
環
境
共
生
基
金
」の
体
験
事

業
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
自
然

学
習
会
で
、参
加
者
は
草
千
里
や
杵

島
岳
を
散
策
し
火
山
活
動
や
自
生
す

る
生
き
物
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。下
山
後
は
火
山

博
物
館
で
、阿
蘇
山
で
起
き
た
噴
火

の
話
や
カ
ル
デ
ラ
を
作
る
実
験
、ジ

オ
ラ
マ
な
ど
を
使
っ
て
阿
蘇
火
山
の

誕
生
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

阿蘇の自然を学ぼう
県内外の小学生 120 人がジオツアーに参加

 8
　 3

火山灰が降る中マスクを着用して杵島岳の麓を散策した
　
ゴ
ル
フ
の
国
内
シ
ニ
ア
ツ
ア
ー
、

第
３
回
熊
本・
阿
蘇
シ
ニ
ア
オ
ー
プ

ン
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
８
月
３

日・
４
日
に
コ
ス
ギ
リ
ゾ
ー
ト
阿
蘇

ハ
イ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、プ
ロ
59
人
、ア
マ
チ
ュ

ア
56
人
が
参
戦
。優
勝
は
グ
レ
ゴ
リ

ー・マ
イ
ヤ
ー
選
手（
ア
メ
リ
カ
）、ベ

ス
ト
ア
マ
チ
ュ
ア
を
土
谷
雅
博
選
手

（
大
分
）が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
大
会
前
日
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、収
益
金
や
本

大
会
の
参
加
費
の
一
部
が
熊
本
地
震

復
興
の
支
援
金
と
し
て
熊
本
県
と
阿

蘇
市
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

ゴルファーが復興応援
熊本・阿蘇シニアオープン開催で市に支援金

小杉周司大会副会長から支援金目録を受け取った佐藤市長
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WebTV アソ
動 画
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昨
年
９
月
末
に
着
工
し
た
波
野

支
所
の
新
庁
舎
が
完
成
し
、関
係
者

70
人
が
出
席
し
て
開
所
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
波
野
支
所
の
庁
舎
は
、木

の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

県
産
材
を
使
用
し
た
木
造
平
屋
建

て
。車
椅
子
に
も
優
し
い
屋
根
付
き

の
障
が
い
者
用
駐
車
場
や
段
差
の

な
い
フ
ロ
ア
、多
目
的
ト
イ
レ
に
は

手
す
り
が
付
け
ら
れ
オ
ス
ト
メ
イ

ト（
人
工
肛
門・
人
工
膀
胱
保
持
者
）

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。隣
接
す
る

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
の
間
に
は

連
絡
通
路
が
整
備
さ
れ
、施
設
を
一

体
的
に
利
用
で
き
ま
す
。

テープカットには地元区長会長と波野小中学生も参加

波野に新しい支所完成 波野支所新庁舎で開所式

木の香りに包まれた波野支所の窓口風景
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県
道
内
牧
坂
梨
線
三
野
工
区
の
開

通
を
祝
い
、古
城
体
育
館
で
開
通
式

が
行
わ
れ
、地
元
区
長
や
工
事
関
係

者
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
完
成
し
た
道
路
は
、古
城
郵

便
局
か
ら
東
側
２
㌔
の
区
間
で
、生

活
道
路
と
し
て
利
便
性
が
向
上
す
る

こ
と
に
加
え
、災
害
時
の
避
難
路
や

緊
急
車
両
の
円
滑
な
通
行
を
想
定
し

て
車
道
２
車
線
と
歩
道
が
確
保
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
県
道
内
牧
坂
梨
線
の
工
事
は
、国

造
神
社~

坂
梨
の
国
道
57
号
交
差

点
ま
で
約
８
㌔
に
わ
た
り
計
画
さ

れ
、今
後
も
手
野
工
区
と
北
坂
梨
工

区
の
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

三野地区が便利に
県道内牧坂梨線（三野工区）の２㌔が開通
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古城保育園の園児も参加し古城郵便局前でテープカット

波野支所の外観。屋根は阿蘇の野山をイメージ

　
狩
尾
地
区
の
扇
保
存
会（
鎌
倉
昭

幸
会
長
）の
18
人
が
北
外
輪
山
の
斜

面
で
草
を
刈
り
取
っ
て
描
く「
扇
」を

製
作
し
ま
し
た
。

　
１
０
０
年
以
上
続
く
狩
尾
の
扇
切

り
は
、牛
馬
の
安
全
祈
願
と
田
畑
の

害
虫
を
扇
い
で
追
い
払
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
お
り
、戦
時
中
に
一
度
途

絶
え
た
も
の
の
、地
域
の
有
志
ら
に

よ
っ
て
40
年
ほ
ど
前
か
ら
再
開
し
継

承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

早
朝
か
ら
集
ま
っ
た
保
存
会

は
、原
野
の
草
を
刈
り
込
み
、標
高

７
５
０
㍍
の
緑
美
し
い
山
肌
に
横
幅

70
㍍
の
日
の
丸
模
様
の
扇
を
見
事
に

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

田畑と牛馬を見守る扇 
狩尾地区で伝統の扇切り

急斜面で草を刈って扇の形を描いていく
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北外輪山の山肌に
描かれた見事な扇

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画
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阿
蘇
市
婦
人
会
が
主
催
す
る「
エ

コ・ス
ク
ー
ル・イ
ン・Ａ
Ｓ
Ｏ
」が
波

野
小
学
校
で
開
か
れ
、児
童
と
地
元

老
人
会
の
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
エ
コ
ス
ク
ー
ル
で
は
、生
活
で
い

ら
な
く
な
る
も
の
を
使
っ
た
リ
サ
イ

ク
ル
工
作
や
防
災
学
習
、高
齢
者
と

の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。児
童

た
ち
は
、ク
ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー 

井

佳
子
さ
ん（
東
３
区
）の
指
導
で
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
で
コ
ー
ス
タ

ー
や
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、青
少
年
教
育
振
興

機
構
の
助
成
金
を
活
用
し
て
お
り
、

阿
蘇
小
と
阿
蘇
西
小
で
も
同
様
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

不要なモノで工作体験
波野小で婦人会によるエコスクール開催
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完成したオブジェを教頭先生に手渡した児童たち

全国大会等出場者と結果

（敬称略）

第５９回全国中学校水泳競技大会
 ５０ｍ自由形　山部 龍聖（一の宮中３年）　

（8.17~19 ／京都市）●水泳

JOCオリンピックカップ
第 12回全日本ジュニアテコンドー選手権大会
型の部

【有段中学男子の部 2 位】 佐藤 太一（一の宮中 3 年）

組手の部
【小学 6 年男子 +42kg 級 2 位】 内村 朔（一の宮小 6 年）
【小学 4 年女子 -33kg 級 2 位】 渡邉 愛来（内牧小 4 年）

（7.27~28 ／長野県松本市）●テコンドー

　
西
町
区（
山
本
弘
春
区
長
）で
平
和

祈
願
と
戦
没
者
慰
霊
の
神
事
が
行
わ

れ
26
人
の
区
民
が
参
列
し
ま
し
た
。

　
西
町
区
で
は
、第
２
次
世
界
大
戦

で
区
内
の
19
名
が
戦
死
さ
れ
、昭
和

57
年
に
は
平
和
の
記
念
碑
を
建
立
。

以
来
37
年
に
わ
た
り
毎
年
８
月
15
日

に
犠
牲
と
な
っ
た
先
祖
を
悼
み
、繰

り
返
し
て
は
な
ら
な
い
戦
争
の
記
憶

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
よ
う
戦
没
者

慰
霊
祭
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
山
本
区
長
は「
今
の
日
常
は
戦
争

で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
犠
牲
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
。こ
の
行
事
を

未
来
永
劫
続
け
て
い
き
た
い
」と
恒

久
平
和
を
祈
願
し
ま
し
た
。

戦争の記憶を次世代に
西町区で平和祈願と戦没者慰霊祭
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慰霊祭に参列した区民の皆さん

第４回全日本中学女子軟式野球大会
山城 花怜（一の宮中３年）　

（8.23~29／京都府宇治市）
●軟式野球

第７４回国民体育大会水泳競技大会
５０ｍ自由形　山部 龍聖（一の宮中３年）　

（9.14~16／茨城県ひたちなか市）●水泳

第７１回全日本障害馬術大会 2019 パートⅡ
中障害飛越競技

園田 桃子（阿蘇中央高校 3 年／一の宮中出身）　

（9.12~15 ／静岡県掛川市）●馬術

第７４回国民体育大会馬術競技
少年二段階障害飛越競技・少年リレー競技・　　　　　
少年トップスコア競技

池田 千尋（阿蘇中央高校 3 年／阿蘇中出身）　

（9.29~10.3 ／茨城県那珂市）●馬術

広報あそ８月号６ページに記載してある「幸雲堂吟詠会」の表記に誤りがありました。
正しくは「香雲堂吟詠会」です。訂正してお詫び申し上げます。
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熊
本
に
ゆ
か
り
の
あ
る
小
中
学

生
が
大
分
県
野
津
原
か
ら
熊
本
城
ま

で
を
７
日
間
で
歩
く『
第
42
回
参
勤

交
代・
九
州
横
断
徒
歩
の
旅
』の
道
中

に
、阿
蘇
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ（
市
原

正
史
会
長
）が
今
町
神
社
で
子
ど
も

た
ち
を
迎
え
入
れ
、か
き
氷
や
あ
め

玉
な
ど
を
振
舞
い
ま
し
た
。

　
旅
に
は
、サ
ポ
ー
ト
の
高
校・大
学

生
を
含
め
２
５
２
人
が
参
加
。こ
の

日
、波
野
か
ら
内
牧
に
向
か
う
子
ど

も
た
ち
は
、同
ク
ラ
ブ
が
設
営
し
た

休
憩
所
で
疲
れ
を
癒
す
と
元
気
い
っ

ぱ
い
に
旅
立
ち
ま
し
た
。同
ク
ラ
ブ

は
、約
20
年
前
か
ら
こ
の
旅
の
子
ど

も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

旅の子どもをサポート
阿蘇ロータリークラブが九州横断徒歩の旅を応援

今町神社で子どもを出迎えるロータリークラブのメンバー
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阿
蘇
内
牧
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク

あ
そ
☆
ビ
バ
に
植
え
ら
れ
た
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
が
実
り
、阿
蘇
中
央
幼
稚

園
の
園
児
43
人
が
完
熟
し
た
実
を

収
穫
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
お

う
と
、同
施
設
を
管
理
す
る
Ａ
Ｓ

Ｏ
ワ
ー
ク
ネ
ッ
ト
が
毎
年
地
元
園

児
を
招
待
し
て
い
る
収
穫
体
験

で
、園
児
た
ち
は
暑
さ
も
忘
れ
、夢

中
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
実
を
摘
み

取
り
ま
し
た
。

　
収
穫
さ
れ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
、

お
土
産
と
し
て
園
児
に
渡
さ
れ
た

ほ
か
、市
内
の
介
護
老
人
福
祉
施
設

に
も
届
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。

いっぱい採れたよ！
園児たちがブルーベリー収穫体験
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おいしそうにブルーベリーをほおばる園児

　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財 

阿
蘇
の
農
耕
祭
事
の
一
つ『
火
焚
き

神
事
』が
始
ま
り
、霜
神
社
で
乙
女
入

神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
農
作
物
を
霜
の
被
害
か
ら
守
り
豊

作
を
祈
る
こ
の
祭
事
は
、建
磐
龍
命
の

家
来「
鬼
八
」の
恨
み
を
鎮
め
る
た
め

に
始
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、乙
女
揚

げ
の
10
月
16
日
ま
で
火
焚
殿
に
祀
ら

れ
た
ご
神
体
を
温
め
続
け
ま
す
。

　
第
２
５
７
９
代
目
と
言
わ
れ
て
い

る
今
年
の
火
焚
き
乙
女
は
山
口
夕
綺

さ
ん（
阿
蘇
小
４
年
）が
務
め
、介
添

え
の
祖
母
イ
セ
ミ
さ
ん（
上
役
犬
原
）

と
と
も
に
、火
焚
殿
で
火
を
灯
し
、59

日
間
の
火
焚
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

霜被害から守る火焚き
霜神社で「火焚き神事」始まる

火
焚
殿
で
火
を
灯
す

夕
綺
さ
ん
と
介
添
え
の
イ
セ
ミ
さ
ん
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熊
本
地
震
で
犠
牲
と
な
っ
た
大
和

晃
さ
ん
の
ご
両
親 

大
和
卓
也
さ
ん・

忍
さ
ん
夫
妻（
今
町
）が
、晃
さ
ん
の

捜
索
に
関
わ
っ
た
人
た
ち
に
感
謝
を

込
め
て
日
本
酒
を
届
け
ま
し
た
。

　
「
若
木
」と
名
付
け
ら
れ
た
日
本
酒

は
、地
震
直
前
に
晃
さ
ん
が
農
作
業

を
し
て
で
き
た
米
を
使
い
、ラ
ベ
ル

に
は
中
学
時
代
に
書
道
の
全
国
大
会

で
金
賞
を
受
賞
し
た
晃
さ
ん
直
筆
の

文
字
が
印
字
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
卓
也
さ
ん
は「
多
く
の
方
々
と
出

会
い
、支
え
ら
れ
、励
ま
さ
れ
た
こ
と

が
発
見
に
つ
な
が
っ
た
。お
世
話
に

な
っ
た
全
て
の
方
々
に
届
け
た
い
」

と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

晃さんの生きた証しに
捜索に関わった人たちへ感謝の日本酒
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　16

         佐藤市長に日本酒を届けた卓也（右）さん

感謝を込めて
造られた
日本酒「若木」


